
 

 

（３）潮位の観測状況 
フンガ・トンガ-フンガ・ハアパイ火山での大規模噴火に伴うとみられる潮位変化に対して、気象庁は

16日 00時 15分に奄美群島・トカラ列島に津波警報、太平洋側沿岸の津波予報区を中心に津波注意報を
発表して以降、随時、津波警報・津波注意報の切替えを行い、同日 14時 00分に全て解除した（詳細は、
「（２）気象庁の情報発表対応」を参照）。日本では、津波の高さの測定方法で測ると、鹿児島県の奄美
市小湊で 134cm、岩手県の久慈港（国土交通省港湾局所属）で 107cm を観測するなど、全国で潮位変化
を観測した。また、海外では、チリのチャニャラルで 1.7ｍ、バヌアツのポートビラで 1.4ｍの潮位変化
を観測するなど、太平洋の広い範囲で潮位変化を観測した。 
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  図３－２ 国内で観測された潮位変化の最大の高さ 

※ 港）は国土交通省港湾局の所属であることを表す。  

 

図３－１ 潮位変化の図り方の模式 

＜本稿における第一波の向き＞ 
第一波の向きは、下方向が「引き」、上方向が「押し」となる（上の例の場合は「引

き」となる）。 

最大の高さ 

第一波の高さ 平常潮位 

第一波の 

到達時刻 

 

最大の高さの 

発現時刻 

第一波の向き 

図３－１ 本稿における潮位変化に関する用語が示す意味の模式 
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 図３－３ 国内の主な観測点で観測された潮位波形 

※ 港）は国土交通省港湾局の所属であることを表す。 

※（巨大）は巨大津波観測計により観測されたことを示す。 
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- は値が決定できないことを示す。 
※観測値は後日の精査により変更される場合がある。 
※所属機関の観測波形データをもとに気象庁が読み取った値。 

表３－１ 国内で観測された潮位変化の観測値 

*1 は巨大津波観測計により観測されたことを示す（観測単位は 0.1ｍ）。 
*2 は GPS 波浪計により観測された海面昇降を検潮所の観測値と同様の手法で読み取った値を示す（観測単位は 0.1ｍ）。 
*3 は沿岸付近の海底津波計により観測された海底水圧を海面昇降に換算し、検潮所の観測値と同様の手法で読み取っ

た値を示す（観測単位は 0.1ｍ）。 
なお、今回の潮位変化は、地震に伴い発生する通常の津波とは異なるが、一般的な地震による津波では、*2、*3 は、沖
合の観測値であり、沿岸では更に高くなる。 
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図３－４ 海外の観測点で観測した潮位変化の最大の高さ 

（▲印はフンガ・トンガ-フンガ・ハアパイ火山の位置を示す） 
※海外の津波観測施設の観測値は米国海洋大気庁（NOAA）による（2022 年２月９日現在）。 

 

 

表３－２ 海外で観測された潮位変化の観測値 

（１ｍ以上を観測した観測点） 

※観測値は観測値の出典は NOAA/NGDC 津波データベース

（https://www.ngdc.noaa.gov/hazard/tsu_db.shtml）による。 

地形データは米国国立地球物理データセンターの ETOPO2v2を使用。 
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図３－５ 主な海外観測点の潮位波形（表３－２の観測点、バイアマンサ、マンサニヨを除く） 
（2022 年１月 15 日 12 時～１月 17日 00 時（日本時間）） 

図３－６ 主な海外観測点の潮位波形（トンガー日本間の経路上の観測点） 
（2022 年１月 15 日 12 時～１月 17日 00 時（日本時間）） 

※ヌクアロファ（トンガ）は途中からデータ断。 
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